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◉職員募集のご案内
◉JAバンク フレッシャーズ応援キャンペーンほか

情 報 B O X

組合員の代表
733名の新総代決まる! !

今 月 の 特 集
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◉鈴鹿の白ネギ出荷ピーク
◉資産管理知識向上を目的に研修会を開催 ほか

Ｍonthly ニュース

◉健苗づくりのポイント（水稲）
◉あなたもチャレンジ! 家庭菜園（小玉スイカ）ほか

営農ガイド

◉わがやのアイドル
◉果菜彩の野菜を使ったおすすめレシピ ほか

ほっとNetwork
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竹
中
康
能　
中
森
忠
弘

坂　
政
明　
山
路
裕
司　
北
嶋
満
広

小
林
義
郎　
北
澤
秀
美　
金
谷
幸
雄

大
竹
利
幸　
村
田
悦
男　
澤
田
利
幸

羽
田
秋
良　
藤
田　
裕　
村
山
正
法

澤
田　
久　
松
井　
巧　
堤　
晴
樹

堤　
鉄
男　
嶋
田
茂
幸　
舘　
泰
平

冨
井
邦
夫　
冨
井
久
行　
永
井
み
や
子

村
山
昌
子　
谷
口
利
治　
打
田
日
出
男

谷
口
幸
治　
岡
本　
武　
佐
藤
正
子

近
藤
浩
幸　
近
藤
敏
行　
森
田
秀
樹

市
川
信
行　
市
川
輝
文　
中
西
卓
哉

名
和
利
昌　
宮
島
徳
一

名
村
一
彦　
津
田
功
一　
西
村
利
弘

北
原
浩
人　
舘　
敏
幸　
柴
田
勝
美

舘　
　
健　
舘　
謙
吾　
舘　
俊
彦

藤　
和
男　
宮
城
雅
子　
安
江
邦
昭

小
松
桃
子　
渡
部
正
一　
辻　
義
雄

松
林
竜
司　
川
村
正
明

大
石
徹
也　
山
田
信
也　
山
田
清
和

山
田
徳
美　
山
田
良
弘　
山
田
三
奈
子

山
田
岳
彦　
山
田
浮
子　
山
田
直
樹

堤　
　
守　
野
﨑
由
夏
子　
鈴
木
啓
之

方
田
武
久　
川
北
政
文　
川
北
幹
生

古
川
利
幸　
平
野
文
代　
片
岡
健
二

方
田
た
か
子

羽
田
た
ず
子　
早
川
則
数

佐
藤
久
美
子　
佐
藤
純
一　
伊
川
由
隆

佐
藤
佳
久　
市
川
栄
二　
神　
悦
子

伊
藤
清
一　
原　
都
多
子

中
村
雄
一

近
藤
峰
雄

仲
条
好
子　
伊
藤
裕
子　
横
田
美
穂

小
川
和
美　
善
道
千
栄
子　
鈴
木
清
子

加
藤
多
恵
子　
住
田
和
子　
岩
田
孝
子

岡
本
笑
子　
國
分
弘
子　
福
島
喜
美
子

森
田
ゆ
き
子

澤　
三
津
子

定数

石
薬
師
地
区

26
定数

加
佐
登
地
区

21

定数

庄
野
地
区

11
定数

国
府
地
区

34

定数

河
曲
地
区

29
定数

玉
垣
地
区

33
定数

飯
野
地
区

18

定数

長
太
地
区

15
定数

箕
田
地
区

22
定数

若
松
地
区

15
定数

一
ノ
宮
地
区

17
定数

伊
勢
神
戸
地
区

3

定数

稲
生
地
区

27
定数

天
名
地
区

20
定数

白
子
地
区

26

定数

久
間
田
地
区

25
定数

牧
田
地
区

16

清
水　
満　
山
中
貴
嘉

田
中
靖
正　

谷　
義
彦　
森
田
勝
史　
田
中
吉
夫

米
川
宏
司　
田
畑
雅
章　
森
田　
孝

筒
井
俊
行　
中
条
和
男　
加
藤
幹
雄

加
藤　
貢　
加
藤
三
久　
黒
田
利
雄

窪
田
陽
一　

鈴
木
武
生　
委
文
雅
彦　
和
泉
清
一

森
田
文
夫　
大
山
博
子　
坂
﨑　
修

原
田
基
司　
酒
井
勝
司　
酒
井
年
樹

岸
本
久
義

臼
井
正
貴　

田
中
智
之　
益
川
和
雄　
伊
藤
利
昭

決まる

733名の
決ま

733名の
新総代
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平
子
善
美　
岸　
伸
吾　
桜
井
敏
憲

森　
正
志　
森　
正
克　
森　
正
高

加
藤
大
次　
吉
田
豊
造　
佐
竹　
豊

尾
﨑
賢
司　
尾
﨑
高
行　
尾
崎
英
太

打
田
光
橋　
平
井
敏
彦　
宮
﨑
清
文

中
根
正
男　
打
田　
尚　
藤
本
幸
生

宮
崎
重
幸　
打
田
愛
子　
藤
本
正
人

寺
田
洋
子　
米
川　
智　
伊
藤
恵
冶

平
山
博
行　
米
川
庄
二　
伊
東
佳
則

伊
藤　
貢　
石
井
克
房　
石
井
照
裕

石
井
法
和　
宮
﨑　
伸　
森　
勝
也

森　
喜
代
造

國
分　
基　
森
口
留
雄　
市
川
洋
子

鈴
木
宏
幸　
大
久
保
輝
昭

美
濃
部
浩
一
郎

松
井
一
英　
小
林
真
澄　
須
藤
善
信

清
水　
満　
山
中
貴
嘉

澤
井　
悟　
瀬
古　
洋　
島
田
恒
次

佐
野
卓
也　
岡
田
利
明　
小
河
俊
央

馬
場
俊
也　
大
薮
清
久　
酒
井
秀
則

大
薮
敏
幸　
麻
生
充
春　
鈴
木
利
則

竹
屋
孝
浩　
江
藤
次
男　
江
藤　
隆

鈴
木
康
之　
竹
中
一
利　
江
藤
久
生

豊
田
栄
美
子　
伊
藤
達
郎　
仲
見
輝
己

岡
田
謙
二　
北
川
敏
秋　
清
水
正
幸

川
北
定
男　
岡
田
則
之　
鈴
木
俊
正

淺
井
恒
和　
山
下
和
男　
古
市
守
利

辻
本
美
佐
子　
服
部
栄
次　
田
中
裕
朗

杉
本
洋
二　
田
中
康
美　
栄
田
千
惠

藤
田
元
夫　
川
北
博
道　
川
北
和
弘

市
川
正
之　
小
坂
禎
男　
熊
澤
寛
治

加
藤
利
正　
福
田
淑
惠　
中
里
英
二

田
中
靖
正　
黒
田
た
つ
へ

谷　
義
彦　
森
田
勝
史　
田
中
吉
夫

米
川
宏
司　
田
畑
雅
章　
森
田　
孝

筒
井
俊
行　
中
条
和
男　
加
藤
幹
雄

加
藤　
貢　
加
藤
三
久　
黒
田
利
雄

窪
田
陽
一　
久
保
田
栄
一

久
保
田　
章

鈴
木
武
生　
委
文
雅
彦　
和
泉
清
一

森
田
文
夫　
大
山
博
子　
坂
﨑　
修

原
田
基
司　
酒
井
勝
司　
酒
井
年
樹

岸
本
久
義

臼
井
正
貴　
勝
田
と
し
子　
北
川
力
也

田
中
智
之　
益
川
和
雄　
伊
藤
利
昭

坂
倉　
修　
前
田
義
和　
弓
削
亮
一

長
谷
部
文
明　
平
田
義
孝　
楠
本
千
秋

大
竹
裕
貴　
鈴
木
昌
彦　
加
藤　
恵

田
中
多
惠
子

中
島
守
近　
櫻
井
元
晴　
玉
田　
一

安
田
信
行　
山
本
展
久　
山
中
義
信

古
市
幸
治　
岡
田
秀
二　
古
市
清
照

飯
田
智
之　
加
藤
隆
生　
渡
邉　
薫

太
田
正
明　
小
﨑
清
秀　
渡
邉
貴
生

渡
邊
佳
久　
渡
邉
良
典　
石
田
淳
一

浦
川
民
子　
河
合
映
奈　
川
喜
田
光
正

尾
﨑
つ
や
子　
西
村
英
樹　
北
川　
肇

西
村
直
也　
里
中
和
子　
青
木
利
雄

鈴
木
定
信　
田
中
春
美　
田
中　
博

田
中
伸
弘　
田
中
正
美　
田
中
さ
と
み

伊
坂
邦
彦　
永
戸
正
和　
永
戸　
有

桐
生
竜
行　
桐
生
喜
久
郎　
黒
田
政
一

伊
藤
正
純　
熊
野　
功　
戸
田
清
宏

山
路
祐
示　
山
路
幸
雄　
岡
田　
昇

松
林　
茂　
松
林
正
恭

石
崎
文
夫　
加
藤
常
勝　
松
岡
光
郎

中
村
富
子　
中
村
義
英　
山
川
高
司

小
﨑
井
津
子　
山
川
貴
久　
川
出
洋
正

内
藤
美
幸　
瓜
生
裕
之　
前
川
基
裕

前
川
和
徳　
小
野
寺　
満　
中
川
倫
生

儀
賀　
博　
中
井
祥
雄　
近
藤　
悟

保
古
治
郎　
中
村
雅
博　
荻
野
重
明

杉
野
昌
博　
城
ノ
口
和
幸　
西
尾
浩
一

太
田
智
明　
宮
﨑
幸
代　
西
嶋
將
美

辻　
　
修　
杉
本
隆
幸　
吉
澤
松
男

林　
京
子　
田
中
高
彦　
坂
東
弘
一

菅
瀬
廣
陸　
伊
藤
雅
良　
椿
井
義
一

森　
春
夫　
林　
辰
男　
伊
野
和
幸

林　
久
和　
大
泉
源
道　
國
見
川
國
雄

前
田
和
幸　
栁
原
千
春　
森
西　
栄

前
田
良
二　
山
部
昌
和　
井
上　
学

北
川
長
喜　
横
田
初
男　
田
中
久
司

伊
藤
善
仁　
井
上
康
二

小
林
忠
夫　
小
林　
宏　
永
田
利
久

村
端
善
富　
荒
木
良
之　
田
中
雅
彦

中
村
宗
太
郎　
服
部
英
樹　
瀬
川　
亮

小
川
茂
治　
西
口
照
夫　
鈴
木
幾
雄

橋
本
辰
也　
佃　
末
男　
服
部
克
巳

杉
本
秀
樹　
的
場
光
子　
坂　
宗
広

棚
瀬
吉
雄　
田
中
恒
司　
杉
本
政
紀

杉
本
菊
義　
古
田
賀
裕　
杉
本
孝
之

杉
本
克
己　
杉
本
富
和　
太
田
政
直

太
田
博
之　
廣
田
雅
美　
一
尾
敏
和

一
尾
康
男　
一
尾
喜
信　
宮
崎
幸
次

松
谷
清
司　
一
尾　
誠　
一
尾
吉
人

矢
田
栄
英

南
山
晋
延　
杉
本
雅
資　
北
野
次
雄

長
太
正
雄　
山
口
正
伸　
杉
浦
雅
彦

小
川
貴
嗣　
中
村
ひ
と
み　
中
村
悦
男

櫻
木
善
仁　
上
田
寿
男　
市
川
潤
一

西
村　
登　
山
﨑
重
俊　
岩
田
一
子

中
原
重
克　
中
原
禎
二　
宮
村
一
行

村
田
正
知　
山
崎
保
和　
上
田
富
和

木
下　
敦　
植
田
健
一　
水
野
盛
生

丹
賀
保
子　
笠
井
悦
郎　
川
戸
三
千
代

笠
井
信
雄　
川
戸
敏
弘　
中
前
千
鶴
子

川
戸
和
彦　
伊
藤　
馨　
市
川
泰
三

江
藤
幸
二　
鈴
木
正
義　
谷
口
重
孝

佐
久
間
重
光　
鈴
木
孝
司　
中
島
孝
義

中
島
貞
夫　
水
野
秀
文　
今
村
宏
美

松
永
正
彦　
加
藤
謙
二　
浦
野
徳
輝

石
河
昌
彦　
一
見
行
雄　
内
藤　
寛

原　
三
弘　
宮
﨑　
司　
松
本
孝
雄

松
本
博
秋　
藤
田
克
行　
原　
　
学

大
井
義
博　
松
田
和
之　
原　
義
秀

野
村
幸
生　
出
岡
隆
顕　
豆
子
洋
行

西
尾
明
治

服
部
英
雄　
服
部　
裕　
葛
西　
毅

纐
纈
尚
美　
佐
藤
行
利　
石
見
雅
弘

瀬
古
直
樹　
安
藤
正
弘　
安
藤
利
幸

保
田　
昇　
岡
安
充
弘　
保
田
正
一

若
林
善
巳　
金
丸
忠
世　
豊
田　
進

豊
田
兵
一　
豊
田
由
広　
豊
田
保
行

若
林
正
秀　
豊
田
槙
生　
中
根
幸
子

豊
田
勝
美　
橋
爪
正
美　
橋
爪
元
春

岩
間
由
根　
前
田　
忠　
伊
藤
良
一

宮
崎
悦
男　
西
宇
治
正
司　
駒
田
利
秋

楠
井　
勇　
増
地
正
弘　
増
地　
豊

関　
信
明　
渡
瀬
孝
夫　
近
藤
和
夫

矢
橋
昭
夫

安
田
嘉
宣　
中
村
靖
則　
梅
田
真
弘

村
田
久
就　
谷
口
節
夫　
坂
口
正
和

中
川
重
則　
豊
田　
淳　
矢
田
邦
昭

中
川
幸
治　
加
藤
二
三
也　
仲
野
忠
則

伊
藤
典
生　
酒
徳　
茂　
伊
藤　
操

加
藤
貞
夫　
浅
田
秀
雄

森
口　
大　
林　
彦
文　
宮
本
清
郷

西
川
ま
り
子　
西
川
恵
司　
伊
藤
健
治

河
村
ひ
ろ
子　
岩
間
由
和　
佐
藤
清
光

駒
田
重
典　
平
子
清
隆　
井
上
博
人

宮
嶋　
覚　
伊
藤　
稔　
打
田
喜
也

仲
野
康
光　
仲
野
和
徳　
仲
野　
賢

明
石
武
美　
若
林
市
太
郎

丸
橋
祐
治　
丸
橋　
博　
前
川
清
英

堤　
八
知
彦　
臼
井
幸
一　
草
川
勝
茂

草
川
尚
一　
草
川
良
樹　
草
川
嶺
嗣

草
川
義
照　
新
開
直
人　
新
開
孝
弘

新
開
佐
太
郎　
松
尾　
守　
深
水
隆
司

松
尾
義
久　
篠
原　
誠　
田
名
瀬
和
喜

草
川
正
則　
新
開
善
美

天
野
正
美　
中
川
昌
行　
片
岡
正
美

佐
野
龍
生　
山
中
優
一　
佐
野
孝
之

明
石　
浩　
打
田
一
生　
林　
良
夫

廣
森
敏
夫　
明
石
卓
美　
廣
森
さ
ゆ
り

松
本
由
美
子

星
合　
篤　
川
合
和
美　
西
村
重
郎

内
田
雅
仁　
池
田
義
彦　
櫻
木　
実

山
中
克
也　
寺
尾
喜
代
孝　
西
崎　
昇

西
尾
篤
紀　
榎
木
末
廣　
田
中
尚
之

服
部
安
仁　
中
村
隆
行　
野
田
保
己

長
嶋
洋
和　
吉
川
慎
一　
宇
田　
登

中
山
政
昭　
吉
田
利
弘　
長
野
博
志

落
合
政
裕　
杉
本
良
雄　
伊
藤　
健

朝
井
泰
司　
黒
田
和
彦　
久
野
浩
一

喜
田
克
雄　
黒
田
克
彦　
桐
生
繁
之

坂
倉
和
博　
喜
田
正
秋　
匹
田
光
男

松
井
達
雄　
佐
野
正
信　
南
部
三
郎

出
岡　
久　
松
井
朝
男

鈴
木
康
子　
鈴
木
佳
代
子　
森　
　
茂

鈴
木
嘉
和　
生
川
晃
司　
平
田
敏
清

中
川
忠
雄　
樋
口
正
人　
樋
口
俊
明

樋
口
光
博　
中
野　
実　
樋
口
熊
治

樋
口
秀
和　
渥
美
貴
浩　
新
納
輝
重

鈴
木　
弘　
小
野
弘
志　
佐
々
木
和
雄

鈴
木
正
巳　
阪
嵜
孝
浩　
鈴
木
千
春

鈴
木
美
恵
子　
鈴
木
直
行　
鈴
木
雅
人

鈴
木
俊
文　
鈴
木
勝
己　
菅
沼
博
喜

北
川
浩
継　
北
川
信
一　
市
川
正
臣

石
井
繁
光　
伊
藤
義
一　
伊
藤
健
一

伊
藤
敏
一　
伊
藤
照
正　
宮
﨑
正
則

市
川
正
則　
市
川
信
博　
宮
﨑
正
美

米
川
佳
秀　
米
川
富
夫　
中
居
保
博

渥
美
浩
二　
渥
美
宗
夫　
渥
美
隆
之

渥
美　
隆　
渥
美
敏
彦

中
村
仁
美　
矢
橋
秀
樹　
矢
橋
和
也

鈴
木
俊
史　
辻　
恭
子　
松
場
光
秀

松
場
文
夫　
村
田
有
平　
森　
敏
則

藤
田
祈
治　
中
尾
世
千　
飯
場
博
之

石
川
ま
り
子　
川
村
清
貴　
石
川　
晋

石
川　
晃　
真
弓
晋
二　
小
菅
武
次

野
原　
勉　
片
岡
幹
夫　
辻　
貴
文

宮
崎
勝
久　
市
川
哲
郎　
伊
藤
満
博

伊
藤
龍
二　
前
田
雅
彦　
小
川
正
人

草
野
幹
彦　
草
野
史
郎　
前
山
成
子

渥
美
勝
博　
長
岡　
博　
益
川
博
光

中
井
博
万　
中
野　
彰　
杉
野
公
治

森
川
晶
由　
岡
本　
武　
中
野
浩
司

奥
村
凱
弘　
宮
嵜
重
憲　
坂
倉
公
一

伊
藤
耕
司

内
山
和
則　
小
山　
正　
瀬
古
惠
彦

村
部
日
出
男　
上
田
克
敏　
上
田
賢
司

村
上
忠
司　
本
郷
正
生　
高
野
直
登

佐
熊
泰
弘　
上
田
勝
行　
櫻
井
一
三

桜
井
正
弥　
櫻
井
利
文　
丹
下
ま
ゆ
み

岡
田
治
平　
別
府
昌
美　
近
藤
宏
正

井
上　
博　
早
川
清
人　
早
川　
淳

朝
熊
由
美　
栗
本
政
美　
浅
野
幸
夫

国
分
健
二　
磯
部
正
博　
磯
部
峰
子

北
原
豊
敏　
松
宮
憲
二　
松
宮
佐
和

藤
田　
薫　
大
塚
和
馬　
田
中
博
之

森　
和
彦　
堀
田
春
生　
堀
田
長
久

佐
野
加
津
雄　
麻
生　
満　
麻
生
正
樹

麻
生
和
幸

小
林
重
政　
黒
宮
幸
次　
大
澤
菊
次

倉
田
憲
一　
中
谷
敏
一　
服
部
正
明

岡
田　
弘　
内
田
邦
夫　
木
﨑
喜
富

櫻
井
清
蔵　
高
士
繁
樹　
豊
田　
清

小
林
正
雄　
蔵
城
武
生　
早
川
博
文

若
林　
豪　
若
林
賢
一　
飯
田
十
四
生

落
合
嘉
一　
川
北
信
男　
田
中
史
郎

福
島
法
一　
鵜
飼
秀
司　
柏
木
專
茂

中
道
英
人　
坂　
宏
雄　
坂　
さ
よ
子

杉
田
吉
浩　
竹
中
康
能　
中
森
忠
弘

坂　
政
明　
山
路
裕
司　
北
嶋
満
広

小
林
義
郎　
北
澤
秀
美　
金
谷
幸
雄

大
竹
利
幸　
村
田
悦
男　
澤
田
利
幸

羽
田
秋
良　
藤
田　
裕　
村
山
正
法

澤
田　
久　
松
井　
巧　
堤　
晴
樹

堤　
鉄
男　
嶋
田
茂
幸　
舘　
泰
平

冨
井
邦
夫　
冨
井
久
行　
永
井
み
や
子

村
山
昌
子　
谷
口
利
治　
打
田
日
出
男

谷
口
幸
治　
岡
本　
武　
佐
藤
正
子

近
藤
浩
幸　
近
藤
敏
行　
森
田
秀
樹

市
川
信
行　
市
川
輝
文　
中
西
卓
哉

名
和
利
昌　
宮
島
徳
一

名
村
一
彦　
津
田
功
一　
西
村
利
弘

北
原
浩
人　
舘　
敏
幸　
柴
田
勝
美

舘　
　
健　
舘　
謙
吾　
舘　
俊
彦

藤　
和
男　
宮
城
雅
子　
安
江
邦
昭

小
松
桃
子　
渡
部
正
一　
辻　
義
雄

松
林
竜
司　
川
村
正
明

大
石
徹
也　
山
田
信
也　
山
田
清
和

山
田
徳
美　
山
田
良
弘　
山
田
三
奈
子

山
田
岳
彦　
山
田
浮
子　
山
田
直
樹

堤　
　
守　
野
﨑
由
夏
子　
鈴
木
啓
之

方
田
武
久　
川
北
政
文　
川
北
幹
生

古
川
利
幸　
平
野
文
代　
片
岡
健
二

方
田
た
か
子

羽
田
た
ず
子　
早
川
則
数

佐
藤
久
美
子　
佐
藤
純
一　
伊
川
由
隆

佐
藤
佳
久　
市
川
栄
二　
神　
悦
子

伊
藤
清
一　
原　
都
多
子

中
村
雄
一

近
藤
峰
雄

仲
条
好
子　
伊
藤
裕
子　
横
田
美
穂

小
川
和
美　
善
道
千
栄
子　
鈴
木
清
子

加
藤
多
恵
子　
住
田
和
子　
岩
田
孝
子

岡
本
笑
子　
國
分
弘
子　
福
島
喜
美
子

森
田
ゆ
き
子

澤　
三
津
子

（
敬
称
略・順
不
同
）

定数

合
川
地
区

21

定数

亀
山
神
辺
地
区

20

定数

栄
地
区

22

定数

川
崎
地
区

28

定数

関
地
区

24

定数

深
溝
地
区

17

定数

白
川
地
区

13
定数

野
登
地
区

30

定数

井
田
川
地
区

31
定数

加
太
地
区

12

定数

庄
内
地
区

31

定数

昼
生
地
区

20

定数

椿
地
区

26

定数

亀
山
地
区

37

定数

深
伊
沢
地
区

29

定数

組
　
織

14

　任期満了にともなう総代改選を行い、
2月1日付で次の皆さんが新総代に就
任しました。
　今期より総代定数が733名に変更
となり、女性参画を推進するため、組
織枠として女性部の総代枠を新たに
設置しました。
　新総代の皆さんには今後2年間、組
合員の代表としてよろしくお願いします。



お問い合わせ：生活福祉課  ℡059-384-1123

女性におすすめの講座、たくさんご用意しました! !

お仕事や子育て、家事など毎日忙しく過ごしている貴女

たまにはゆっくり を取りませんか。自分のための時間

商品券

2024年4月26日2024 5

入学金 

募集定員

月～

50名

3月年 2025年 全10回

※定員に達し次第、
締め切らせていだだきます

2,000円 開講式当日に納入いただきます

受講期間

※カリキュラムによっては別途材料費が必要になります。　※途中退学時の返金はいたしません

JA鈴鹿WEBページ
「女性大学」お申し込み画面から応募

ご不明な点などお問い合わせは下記の番号まで!

金

受講対象者 JA鈴鹿管内に在住の女性
20～55歳までの方なら、どなたでも受講いただけます

すずか女性大学 募集概要 お申し込み期限

WEBお申し込みはコチラ

1,000円分を
プレゼント!

JA鈴鹿ファーマーズマーケット

お申し込み方法入学特典

第12期
受講生募集

詳しくは人事教育課までお問い合わせください。　☎059-384-1130

【総合職】各事業の全般業務
【専門職】専門知識を必要とする業務

1令和6年4月から令和7年3月の間に大学院もしくは4年制大学を卒業見込の方
2令和6年4月から令和7年3月の間に短期大学もしくは専門学校を卒業見込の方
3令和２年3月から令和6年3月の間に大学院もしくは4年制大学、短期大学、専門学校を卒業された方

応募職種01

02

08

応募資格

提 出 先 〒513-8650 三重県鈴鹿市地子町1268　鈴鹿農業協同組合 総務部 人事教育課

07応募締切 令和6年5月31日（金）必着（郵送又は持参）

06提出書類 1履歴書（写真貼付）　2卒業見込証明書　3成績証明書

05募集人員 若干名

04賞　　与 年3回（5、6、12月）基準6ヵ月（令和5年度実績）　※勤続1年目に限り、調整あり

03初 任 給 ●大学院/大学卒  210,000円　●短大/専門学校卒  194,940円（令和6年初任給）

●採用説明会等、随時受付中! !（詳細はマイナビ2025に掲載中）

職 員 募 集 の ご 案 内
令和7年度 正職員新卒および既卒採用（令和7年４月入組）について下記のとおりご案内いたします。

中途採用
も

随時受付
中 !

上昇運です。一つ一つ丁寧に進めていきましょう。春の女神がほほ笑みます。好
情報も入手できそうです

おひつじ座
3/21～4/19 全体運

運勢は穏やか。交友関係が活発化。楽しい話が舞い込みそう。あなたも面白い話
を披露して。技術習得の勉強が吉

お う し 座
4/20～5/20 全体運

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •
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お問い合わせ：最寄りの支店または金融推進課  ℡059-384-1114

＊本キャンペーンは三重県下JAバンクの企画です。　＊お申込みはお一人様1回とし、三重県内在住の個人のお客様に限ります。　＊プレゼント内容およびデザインは変更する場合があります。
＊キャンペーン期間中に上記申込方法によりお申込みいただいた方のみ対象となります。　＊プレゼントはお一人様1点とし、プレゼントの発送は諸般の事情により遅れる場合があります。
＊プレゼント発送時期：令和6年4月以降順次  ＊詳しくはお近くのJAバンクの窓口へお問合わせください。

審　　　議　　　役 審　　　査　　　役

フレッシャーズフレッシャズズ
応援キャンペーン

ＪＡバンクで
はじめよう

令和6年２月１日木～５月３１日金期
間

4,000

給与のお受取りで
ネットバンクご登録で

500円分

さらに

QUOカードPay最大
三重県下JAバンクで新規に給与のお受取りなどをいただくと

らに

ay最大ay最大
三重県下JAバンクで新規に給与のお受取りなどをいただくと三重県下JAバンクで新規に給与のお受取りなどをいただくと

4,000円分円分プレゼント！
三重県下JAバンクイメージキャラクター

栗山千明さん
QUOカードPay

3,000円分
プラス

JAカードご登録で
500円分プラス

対象

申込方法 右記二次元コードまたはJAバンク三重HP　　　　　　　　 よりお申込みください。

給 与 振 込
ネットバンク
J Aカード

▶令和6年２月から６月にJAバンクの口座にて新規で５万円以上の給与のお受取りをされた方
▶上記給与のお受取りをされ、かつ新規でネットバンクのご登録をされた方
▶上記給与のお受取りをされ、かつ新規でJAカードのご契約をされた方

4/12金・6/13木
4/25木・6/27木

5/12日
5/24金

●白子支店・・・・・

●国府支店・・・・・

●総合相談センター・・・

●亀山支店・・・・・・・・・・・・・

●相談時間／午前10時～午後3時30分
●担　　当／青　敏博 税理士
相談会は事前予約制と
なっておりますので、
参加ご希望の方は
最寄りの各支店まで
お問い合わせください。また、やむを得ず開催日を
変更する場合がありますので、予めご了承ください。

無
料
税
務

相
談
会

開
催
の
ご
案
内

　令和6年2月1日付人 事 異 動
発　　　令 氏　名 旧　　　任 発　　　令 氏　名 旧　　　任

佐 野 　 宏 総務部 総務課 課長総務部長付 営農部 部長待遇 
営農指導課 農業経営担当

藤村　竜也
中村　佳史

営農部 農畜産課 課長
営農部 農畜産課 課長代理 営農指導員

総務部 総務課 課長
営農部 農畜産課 課長

無料相談を
ご活用くださ

い！

油断は禁物。いつも使っている道具だからこそ安全点検をしっかりと。その心がけ
が福を招きます。連絡は早めに

ふ た ご 座
5/21～6/21 全体運

新しい情報を積極的に取り入れましょう。良い思い付きが得られるはず。旅行の
計画を立てるのもお勧めです

か　に　座
6/22～7/22 全体運
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箱詰めされた白ネギの仕分け作業する生産者ら

東部営農・
資材センター
全体写真

竣工式を行い、
完成を祝う
当ＪＡ役職員ら

米麹と大豆等をミンチ状にする参加者ら

　１月１７日、鈴鹿さつき温泉で救急法講習会を開催しま
した。緊急時の対応の重要性を考え、毎年行っています。
　当日は、鈴鹿市中央消防署職員と鈴鹿市女性消防団
Hiまわり（ひまわり）を講師として招き、ＡＥＤ(自動体外式
除細動器）の使用方法や救急隊員が到着するまでの初期
行動を学んだほか、心臓マッサージなどの心肺蘇生法を
実習し、緊急時の対応方法について理解を深めました。 ＡＥＤの使用方法を確認する職員

鈴鹿さつき温泉
救急法講習会を開催1/17

　１２月上旬から１月中旬にかけてＪＡ鈴鹿白ネギ部会によ
る白ネギ出荷がピークを迎えました。出荷は鈴鹿市津賀町
の西部カントリーエレベーター青果物集出荷場で行われ、
今年度は約３６０㌧の出荷を見込んでいます。週に3回、等
級、階級別に分けられた白ネギを、１ケース３キロ入りの箱
で市場へ出荷しています。今年産は台風の影響もなく、順
調に生育し良質な白ネギの出荷が続いています。

鈴鹿の白ネギ出荷ピーク 12月上旬～
1月中旬

　1月12日、本店敷地内に新設した東部営農・資材センターの
竣工式を行いました。谷口俊二組合長をはじめ役職員、工事関
係者らが出席し、15日からの営業を前に完成を祝いました。
　当センターは東部地区の肥料・農薬等の供給拠点および営
農経済渉外員の活動拠点として組合員・利用者の皆さまの利
便性・満足度の向上を目的に平日営業に加えて農繁期は土・
日・祝日も休まず営業し、サービス向上に努めていきます。

組合員・利用者の皆さまの
利便性・満足度の向上を目指し
東部営農・資材センターオープン

　１月中旬から２月上旬にかけて食彩工房味夢̃みらい̃
で地元産の大豆、米を使用した味噌作りを行いました。期
間中は約330名が参加しました。自家消費用の味噌作り
は20年以上続く、当ＪＡの人気企画です。合成保存料や
化学調味料を使用せず、安全・安心でおいしいと好評を
いただいております。

地元産「大豆」「米」を使用した
人気企画 味噌作り教室を開催

1/12

1月中旬～
2月上旬

農繁期（3～5月、8月～9月）は休まず営業します！

想定外の事態になっても慌てないように。経験者の話はとても参考になります。
手を貸してもらえることも。相談を

し　し　座
7/23～8/22 全体運

あれこれやらなければと思いがち。状況を整理して優先順位の低いものは除いて
いきましょう。計画的に動いて

お と め 座
8/23～9/22 全体運
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　１月２４日、本店で資産管理研修会を開き、ＪＡの組合員で構成さ
れる資産管理部会の会員を中心に２５名が参加しました。組合員の
資産活用や税制度、不動産登記法など管理知識の向上を目的に毎
年開催しています。
　司法書士法人いろはの佐野弘行代表を講師として招き、「生前対
策・相続登記義務化」をテーマに講義を行いました。参加者は成年後
見制度と民事信託の違いや相続登記義務化などについて学びました。耳を傾ける参加者ら

資産管理知識向上を目的に
研修会を開催 1/24

　１月２６日、ＪＡ全農みえ松阪食肉センターで第35回鈴
鹿農協肉牛枝肉共励会を開催しました。
　枝肉8点が出品され、厳正な審査の結果、良質な枝肉
を出品された一本松畜産組合が金賞、なかお畜産が銀賞
を受賞されました。

左から なかお畜産 中尾さん、当ＪＡ林常務、一本松畜産組合 岡島さん

鈴鹿農協肉牛枝肉共励会を開催
管内から良質和牛出揃う

1/26

　２月2日、3日の２日間、鈴鹿市の西部営農・資材センターで「農
機・自動車・生活感謝祭」を開催しました。組合員や地域住民の営
農・くらしに充実を図ってもらおうと毎年恒例で開催しています。
　会場には最新の農業機械、お買い得な中古農機、自動車、農業
用・生活用資材などを展示し、ＪＡ職員やメーカー担当者が特徴な
どを説明しました。また、農業融資や農機レンタルの相談ブースを
設置し、資金説明やレンタルの受付を行いました。 最新コンバインを確認する生産者ら

農機・自動車・生活感謝祭を開催8/10・26

　２月1日、ＪＡ鈴鹿受託者部会は学校給食用食材として生産した大豆「フ
クユタカ」の一部、210㌔を鈴鹿市の教育委員会へ寄贈しました。食材の
寄贈は平成16年度から続け、今回で20回目となりました。大豆は鈴鹿市
内の公立小中学校および幼稚園の給食約16,800食分に相当し、7日、
15日の給食で大豆と芋のあまからめや五目豆として使用されました。
　伊藤浩志会長は、「丹精込めて育てた大豆を子どもたちが食べる姿を
思い浮かべるとうれしく思う。今後も継続していきたい。」と話しました。

学校給食に鈴鹿産「大豆」を寄贈
受託者部会

2/2・3

2/1

伊藤会長（左）と廣田教育長（右）

勢い余ってフライングをしないように。マナーを守ってこそあなたの良さが光り
ます。細かい作業にツキ

てんびん座
9/23～10/23 全体運

好調運。ただ準備不足で動くのは避けて。下調べをしておけば好結果が期待でき
ます。レジャー運も良好です

さ そ り 座
10/24～11/22 全体運
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　収穫を実りあるものにするため、育苗期にあたる今の
時期は重要になります。全量種子更新（品質向上・品質特
定）の実施および次のことに留意して健苗づくりに取り
組みましょう。
●塩水選
　均一な発芽と保菌籾を取り除くために塩水選は必ず
行ってください。
　塩水の作り方は、水20ℓに対してうるちの場合塩4㎏、
もちの場合2㎏で行います。
●種子消毒
　籾枯れ細菌病、ばか苗病、シンガレセンチュウの防除
のため、テクリードCフロアブルとスミチオン乳剤の2種
混合液に24時間浸漬（薬剤は水温10℃以上で行ってく
ださい）
●浸種
　十分に吸収させて、一斉に催芽するようにします。浸種の
期間は水温により異なりますが、1日の平均水温を積算し
100℃を目安にしてください。（2～3回水かえしてください）
特に浸種初日の水温は、10℃以上に保つことが重要です。
●催芽
　浸種した籾に温度をかけて一斉に芽をきらせ、発芽を
均一に揃えるために行います。育苗器を用いる場合は
30～32℃に設定し、ハト胸状態になるまで行ってくださ
い。（24時間程度）
●育苗培土
　苗立ち枯れ病を防ぐために、培土に対して、タチガレエ

ース粉剤を混ぜます。または、タチガレエース液剤で灌水
してください。
●播種
　播種は健苗を得るためにできるだけ薄播きに心掛けてく
ださい。催芽籾で1箱当たり150～180g（1.5～1.8合）が適
量です。覆土の厚さは種子が隠れる程度にしてください。
●出芽
　育苗器内の温度は30～32℃とし2～3日加温する。出芽
が終わって、緑化ハウスに移す時期は、目安として鞘葉の
長さを1㎝とし、伸ばしすぎないように注意してください。
●緑化期・硬化期
　緑化期のポイントは、苗の姿勢を決めることと苗を緑
色にすることにあります。高温、潅水過多になると根張り
の悪い徒長苗になるので注意が必要です。また育苗器か
ら育苗ハウスへ苗を移動する時は、なるべく高温となる
日中は避けてください。緑化期間中（3日程度）は直射日
光を避けるため被覆資材（新聞紙、育苗マットなど）を使
用して遮光してください。
　硬化期管理のポイントは、活着の良い丈夫な苗を作る
ところにあります。天気の良い日中はハウスを十分開け
風通しをよくし、草丈の伸びを抑えるようにしてくださ
い。またハウス内の温度管理については、昼間は25℃を
越えないように換気し、夜間気温が下がる場合は保温シ
ート等で保温してください。潅水は午前中に行い、夕方に
表面が乾く程度が目安です。

　収穫を実りあるものにするため、育苗期にあたる今の

水稲 健苗づくりのポイント

花木 ほ場の春季管理

　日毎に気温が上がる3月は、茶園管理作業の本格的
なスタートになります。
●防霜対策
　設備点検は既に済んでいると思いますが、まだ実施
していない方は早期に点検を行ってください。防霜ファ
ンについては、3月中～下旬頃の萌芽2週間前から始動
してください。サーモスタットの設定温度は3℃前後、サ
ーモセンサーは茶園の中で、もっとも低温になる茶株
面に直射日光が当たらないように取り付けてください。
●春整枝
秋季に整枝を済ませていると思いますが、遅れ芽の

伸長が見られる茶園、強風により突出葉が多く見られ
る茶園では、3月上～中旬頃に古葉が入らない位に浅

く整枝してください。整枝時期が遅れると芽数の減少
や新芽の生育不揃いの原因になるので注意してくだ
さい。
●春肥の施用
　地温の上昇にともなって根の活動も盛んになってき
ます。この時期は有機質肥料を中心に施用すると良い
でしょう。
　施用後は軽く浅耕し、土とよく混ぜ合わせておくと肥
料効率が高まります。
●病害虫防除
　ハダニは、発生密度の低いときに防除を行うのが効
果的です。使用する薬剤については、茶情報を参考に
するか、支店・出張所窓口にお尋ねください。

　日毎に気温が上がる3月は、茶園管理作業の本格的

茶 春の茶園管理

●植え付けの準備
　元肥の施用を行う前に、土壌診断を受け、施用の低
減につとめましょう。
●病害虫防除
　ツツジグンバイムシは多発すると樹全体が白っぽく
なり、ひどいと落葉します。高温、乾燥条件下で多発し
ます。毎年、ツツジグンバイムシが発生するほ場では、

初期発生を抑制することが肝要です。3月下旬～4月上
旬にアクタラ顆粒水溶剤、トレボン乳剤などを葉の裏に
十分かかるように散布してください。また3月下旬に降
雨量が多いとクルメツツジおよびヒラトの褐斑病の発
生が予想されますので、トップジンM水和剤などで必要
に応じ防除を行いましょう。

気になることが多そう。気の置けない友人たちとの時間が心の慰めに。部屋の
整理整頓をすると運気アップ

い　て　座
11/23～12/21 全体運

交流会やセミナーに参加を。見聞を広めると幸運が舞い込みます。友人たちと
遊びに行くのもお勧め。旅行も吉

や　ぎ　座
12/22～1/19 全体運
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スイカはアフリカ南部カラハリ砂漠が原産のため、高温、強い光と乾燥でお
いしいものが取れます。中間地では温床内で3、4月に種をまき、7、8月に収穫
します。生育と病気に強い接ぎ木苗が市販されており、利用すると便利です。
［品種］家庭菜園では重さ2、3kg程度の小玉スイカがお薦めです。赤肉球
形では「姫甘泉」（丸種）、「紅しずく」（タキイ種苗）、「紅こだま」（サカタのタ
ネ）など、赤肉楕円（だえん）形では「姫まくら」（丸種）、「マダーボール」（ヴィ
ルモランみかど）などがあります。

［種まき］温床マットなどで25～30度に加温したトンネル内（図1）で培養土を詰め
た9cmポリポットに3粒ずつ種をまきます。本葉が出始めた頃には夜温15～20度に

下げます。その後、良い苗を残し間引いて1本にし、本葉4、5枚の苗にまで育てます。
［畑の準備］植え付け2週間前までに1平方m当たり100g程度の苦土石灰を散布し、
土とよく混ぜておきます。次に、畝幅250cm、深さ20cmの溝を掘り、この溝1平方m
当たり化成肥料（NPK各成分10%）100gと堆肥2kgを施します。この溝を中心に土を
戻して幅90cm、高さ10cm程度のベッド（栽培床）を作り（図2）、黒マルチを張ります。
［植え付けと保温］風のない暖かい日に、深植えにならないよう株間80～90cmに植
え付けます。植え付け後は保温と風よけのために、ビニールで30cm角の「あんどん」
やドーム状のホットキャップをかぶせます（図3）。あんどんの中が茎葉でいっぱいにな
ったら取り外します。
［整枝・敷きわら・追肥］本葉5、6枚で摘心し、強い子づる4本を伸ばします。つるが伸
びていく場所にわらやつるが絡むシートを敷き、つるを片方に振り向けて重ならない
ように配置します（図4）。つるの長さが50cm程度と果実が卵大程度のとき、1株当た
り化成肥料50g程度をつる先に散布します。
［人工交配・摘果］強い子づる3本に着果させるため、親づるから数えて15～20節目
の雌花全てに交配します。早朝（9時ごろまで）に雄花を切り取り、花粉を雌花の柱頭に
なすり付けます。このとき、交配した雌花の近くに交配日を記したラベルを付け、収穫
適期の目印にします。果実がこぶし大のときに変形果を摘果し、各つる1果（計3果）取

りを原則とします。
［病害虫の防除］茎葉が日中しおれ、茎が割れるつる割
れ病には、接ぎ木苗を使います。うどんこ病、アブラム
シ、ハダニなどが発生したら登録農薬で防除します。
［収穫］小玉スイカは開花後（交配後）35～40日で熟し
てきます。収穫適期は、①巻きひげが枯れている ②果
実の肩が張り光沢が出ている ③果実の尻の部分がへ
こみ、指で押すと弾力を感じる ④地面に付く果皮が濃
黄色となるなどでも判断できます（図5）。

図１ 加温育苗

図２ 畑の準備

図３ 植え付け

図４ 整枝

図５ 収穫
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お問い合わせは・・・お近くのＪＡ購買店または営農・資材センターまで　℡０５９－３75－6300
資材センター及び果菜彩各店舗では、春野菜苗を４月初旬頃より販売開始の予定です。ぜひご利用ください。

※セール期間の営業時間は各店舗営業時間に準じます。
　また掲載商品は引取価格ですので配達時は当用配達価格となります。 

野菜作り応援セール

●園芸化成682 20㎏ ………………… 2，449円（税込）通常店頭価格
￥2,599のところ

●苦土石灰 粒 20㎏ ………………………… 645円（税込）通常店頭価格
￥690のところ

肥料と農
薬も

ＪＡなら
おトク！

ＪＡの肥料は家庭菜園におすすめです！
令和6年4/15月～4/21日

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●ジェイエース粒 1㎏ ……………………… 859円（税込）通常店頭価格
￥905のところ

定植時に株元散布・土壌混和で害虫防除！

移植直後～ノビエ3葉期
（但し、移植後30日まで）

★3kg規格もお得になっています。

●ラウンドアップマックスロード 500㎖ 2，170円（税込）通常店頭価格
￥2,249のところ ……………3，699円（税込）

通常店頭価格 ￥4,097のところ
頑固な雑草の防除もおまかせ！

★1ℓ、2ℓ、5.5ℓ 規格もお得！

JA鈴鹿 
営農資材センター・
各購買店舗からの
お知らせ

水稲初中期一発処理除草剤
●エンペラージャンボ 250g

営農資
材センタ

ー

オススメ
商品

上記以外にもお得な商品をご用意しております。

頑張りが利きます。力業でなんとかできることも多いですが周囲への配慮も忘れ
ずに。買い物運があります

みずがめ座
1/20～2/18 全体運

好調運。積極的に主導権を握りましょう。目立つことも開運につながります。ヘア
スタイルを変えるのもお勧め

う　お　座
2/19～3/20 全体運
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●加藤　嘉春さん（鈴鹿市三畑町）
●河北とも子さん（　〃　下大久保町）
●田中　香織さん（　〃　安塚町）
●秋田　　修さん（亀山市安知本町）
●佐野　喜美さん（　〃　能褒野町）ハツヒノデ

月号
答え・当選者
1 CROSSWORD

PUZZLE

★応募総数58名中上記の5名様が当選されました。おめでとうございます。

♦クロスワードパズル応募締切：3月31日（日）当日消印有効 ♦ご応募方法は、裏表紙をご覧ください。

②歌のうまさを競うイベント
⑤釣りで使う擬餌針のこと
⑦舌で感じ取るもの
⑧日本一高いものは3776mあります
⑨「峠の○○○○」は群馬県・JR横川駅の名物駅弁です
⑪人や車が行き来する道のこと
⑫このような役を演じられるとは役者○○○○に尽きます
⑭ものを記憶する器官
⑮ホルスタイン、ジャージーといえば
⑯寄せ書きに使ったりサインをもらったり
⑰ホワイトデーに贈ることもある、ふわふわと軟らかいお菓子

①3月下旬から4月上旬までの学校の休暇
②イエスの反対語
③俳句や和歌で規定より音数が多いもののこと
④いいかげんなことはしません
⑥海に潜って貝などを採ります
⑨どこからか梅の花の○○○が漂ってきた
⑩卒業生が校長から卒業○○○○○を授与された
⑪捕手とバッテリーを組みます
⑬原稿○○○、投票○○○
⑭雨宿りのときに借ります
⑯姫路や彦根、松本のものが有名

新星食品では、焦げる手前まで時間を掛けてよく煮詰めることでやわらか
く、コクが増したおいしい佃煮を作っています。田中さんは「手間を掛けて
作った当社自慢の佃煮をぜひどうぞ」と笑顔で話してくれました。おすすめ
の食べ方は新星食品ホームページで掲載していますのでぜひチェックして
みてください♪

よく煮詰める製法で作ったやわらかくコクのあるおいしい佃煮を提供しています！

有限会社 新星食品
専務取締役  田中宏幸さん

出荷しているもの：佃煮（伊勢志ぐれ煮、きゃらぶきなど）●出荷店舗
鈴鹿店・稲

生店・亀山
店

長男 陽 翔（ひなた）くん（5歳）
長女 ソ アちゃん（2歳）

お父さん高 木 永　士さん
お母さん　 　 エレナさん

恐竜大好き、本当に優しい家族のムードメーカーのお兄ちゃんといつも
ニコニコ歌とダンスが大好きな妹ちゃん。たまに、立場が逆転しますが、
仲良し兄妹です！！

いつもたくさんの笑顔と元気をありがとう。パパママは2人の
おかげで毎日が楽しいよ。これからも元気いっぱいに育ってね♬

ほっとNetwork 102 0 2 4 . 0 3
ほっとほっと

ほっ
と

クロスワードパズル
CROSSWORD PUZZLE

出荷しているもの：出荷しているもの：出荷しているもの：出荷しているもの：出荷しているもの：出荷しているもの：出荷しているもの：出荷しているもの：出荷しているもの：出荷しているもの：出荷しているもの：出荷しているもの：出荷しているもの：●出荷店舗出荷店舗出荷店舗出荷店舗出荷店舗出荷店舗出荷店舗出荷店舗出荷店舗出荷店舗出荷店舗出荷店舗
鈴鹿店・稲

生店・亀山
店

生産者の
顔が見える
安心感!

長男長男 陽陽陽陽 翔（ひなた）くん（5歳）翔（ひなた）くん（5歳）

お父さん

お母さん

（ひなた）くん（5歳）（ひなた）くん（5歳）（ひなた）くん（5歳）



読者の皆様が管内で撮影した人物、農産物、風景、ペットの
写真などお気に入りの写真をご応募ください。
ご応募方法は、裏表紙をご覧ください。

R E A D E R ' S  G A L L E R Y
読者のギャラリー

亀山市中庄町 草川富子さん
［過去最高 重さ20ｋｇ 巨大大根］

春キャベツと
舞茸の豆腐ハンバーグ

JA鈴鹿
野菜ソムリエ

中 村 智 美

❶豆腐はキッチンペーパーに包んで耐熱皿にのせ、レ
ンジで1分30秒加熱。粗熱をとり、水切りをしてお
きます。
❷キャベツは粗めの千切りに。舞茸はみじん切りにし
て 一緒にレンジで2分加熱します。
❸ボウルにひき肉と粗熱のとれた豆腐と野菜を入れ、粘り気が出るまでよく捏ねます。
❹＊の調味料を加えて さらに捏ね、小さめの丸型に成形します。
❺中火で熱したフライパンに米油をひいて焼いていきます。
❻片面に焼き目がついたら、裏返します。
❼蓋をしてさらに5分程焼いて中まで火が通ったら火から下ろします。
❽器に盛り、レタスとミニトマトを添えたら完成です。

  ふわ
っ

　ふ
わ♪

●キャベツ
●木綿豆腐
●豚ひき肉
●舞茸
＊片栗粉
＊顆粒和風だし
＊ケチャップ
＊塩
＊黒こしょう
●米油
●レタス
●ミニトマト

200g
300g
300g
50g

大さじ3
小さじ1
大さじ2
適量
適量

大さじ2
4枚

好きなだけ

果菜彩に並ぶ農産物を

使ったレシピをご紹介します。

食卓に旬をとり入れてみませんか？

果菜彩に並ぶ農産物を果菜彩に並ぶ農産物を

野菜を使った野菜を使った

おすすめレシピ

の

野菜ソム
リエ

直伝！

作り方

　３月は水分が多くて柔らかい春キャベツが出回り始めます。流通量も増えるので、価格
が安くて手に入りやすいのも嬉しいですよね。旬の野菜はやっぱり美味しくて栄養も豊
富。キャベツには、胃の健康を守るキャベジン（ビタミンU）が豊富に含まれています。キャ
ベジンは、胃の粘膜の修復を促したり、過剰な胃酸の分泌を抑える役割があります。他

にもビタミンＣ、血液の凝固促進や骨の形成に役立つビタミンＫ、カルシウム、マグネシウム、カリウムなど
たくさんの栄養素を含んでいます。捨ててしまいがちなキャベツの外葉や芯にも、豊富な栄養素が含ま
れています。カルシウムは外葉に豊富で、マグネシウムは外葉と芯の部分に豊富。カリウムも内側の葉
に比べて芯の部分に豊富に含まれています。薄切りにしたり、やわらかくなるまで煮込むと外葉も芯も食
べやすくなります。調理方法を工夫して、キャベツの栄養を無駄なく摂取しましょう。豆腐をしっかり水切
りしておくと、焼くときに余分な水分が出ません。調味料にカレー粉を加えてカレー風味にしても美味しい
ですよ。ひき肉を鶏肉にするとさっぱりして離乳食にも使えます♪大人も子ども大好きなハンバーグ、旬
の野菜や豆腐を加えるとよりヘルシーになります。お弁当にもぴったりなので ぜひ試してみてください♪

ポイント

材料（4人
分）
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●今まで見たことない大きさでびっくり！
　過去一番の大きさです。

ほっとNetwork11 2 0 2 4 . 0 3
NetworkNetwork
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編集
後 記

わたしたちの

令和6年1月末現在

カレンダー

EVENTCALENDAR

貯 金 残 高
貸 出 金 残 高
長期共済保有高
購 買 品 取 扱 高
販 売 品 取 扱 高

4,504億8,116万円
714億1,896万円
5,874億1,947万円
41億1,248万円
57億9,531万円

組 合 員 数
正 組 合 員
准 組 合 員

25,683人
12,813人
12,870人

行 事

3月

4月

●短歌・俳句コーナーの投稿は、①短歌・俳句②住所・
氏名を明記のうえ、最寄りの支店窓口もしくは上記の
「のうきょうすずか」係までご郵送ください。
　※誌面の都合上、掲載できない場合もございます。
●クロスワードパズルご応募の方は、①クイズの答え
②住所・氏名・年齢③一番良かったコーナー④本誌
へのご意見・ご感想を明記のうえ、上記の「のうきょう
すずか」係までご郵送ください。

撮影した写真を下記の宛先まで送付いただくか、最寄
りの支店までお寄せください。
本文に ❶氏名（ペンネーム） ❷住所 ❸電話番号 ❹写真
のタイトル ❺写真の簡単な説明（50字以内）を明記して
ください。
※メールの場合、件名を「読者のギャラリー」として写真を
　添付し、送信してください。

★写真はお返しできません。予めご了承ください。
★誌面の都合上、掲載できない場合もございます。

●郵　便：〒513-8650 JA鈴鹿 のうきょうすずか係
●メール：soumu4@suzuka.jamie.or.jp
　　　　　※携帯電話からも送れます。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••読者のギャラリー

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
短歌・俳句コーナー

クロスワードパズル
CROSSWORD PUZZLE

各 コ ー ナ ー へ の 応 募 方 法

10 水

11 木

12 金

22 月

家庭訪問日

　〃

　〃

植木市

植木市

3 日

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

12 火

16 土

17 日

21 木

22 金

23 土

24 日

無料税務相談会（総合相談センター）

家庭訪問日

　〃

　〃

無料年金相談会（亀山支店）

果菜彩鈴鹿店 感謝祭

　〃

植木市（春季大市）

果菜彩稲生店 感謝祭

　〃

無料税務相談会（亀山支店）

植木市

果菜彩亀山店 感謝祭

　〃

もうすぐ春ですね！今
年は久しぶりに花見にい
けたらと考えています。
コロナ禍でしばらく断念

していたので新鮮さが増してこれまで以上に
良く映るかもしれません！こ
れから暖かい日も増えてい
きますので皆さまも積極的
に催しへ参加されてみては
いかがでしょうか。　　　　
　　　　　　　　　　（岸）

令和6年2月27日（火）開催の第455回理事会で
は、次の事項について協議・承認され、報告が行
われました。（抜粋）

第455回 理事会

理 事 会 だ よ り

●マネー・ローンダリング等及び反社会的勢力等への
対応に関する基本方針の一部変更について
●高額貸付金について　
●大規模乾燥調製施設利用料金の
　改定について

無料税務相談会（総合相談センター）

友だち登録はこちら➡

今ならご登録いただいた方に
「鈴鹿茶ペットボトル１本」をプレゼント中です。
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